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三
七
南
朝
梁
「
内
人
」
詩
の
テ
ー
マ
と
視
点
大　
村　
和　
人
<
序
章>
南
朝
梁
時
代
の
「
内
人
」
詩
と
そ
の
研
究
の
意
義
（
一
（
南
朝
梁
・
簡
文
帝
蕭
綱
の
「
詠
内
人
晝
眠
」
詩
と
先
行
研
究
の
評
価
　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
南
朝
斉
梁
時
代
の
艶
詩
（
（
（
に
つ
い
て
多
角
的
に
論
じ
て
き
た
。
作
品
研
究
で
は
幾
つ
か
の
作
品
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
を
抽
出
し
、
そ
の
意
味
や
意
義
を
考
察
し
た
（
（
（
。
本
稿
も
同
様
の
研
究
方
法
を
用
い
る
が
、
ま
ず
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
梁
代
艶
詩
の
代
表
的
作
品
の
一
つ
と
し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
、
梁
簡
文
帝
蕭
綱
の
「
詠
内
人
晝
眠
」
を
取
り
上
げ
よ
う
。
北
窗
聊
就
枕
、
南
檐
日
未
斜
。
攀
鉤
落
倚
障
、
插
捩
舉
琵
琶
。
夢
笑
開
嬌
靨
、
眠
鬟
壓
落
花
。
簟
文
生
玉
腕
、
香
汗
浸
紅
紗
。
夫
壻
恒
相
伴
、
莫
誤
是
倡
家
（
北
窗
に
聊
か
枕
に
就
き
、
南
檐　
日
未
だ
斜
め
な
ら
ず
。
攀
鉤　
倚
障
に
落
ち
、
插
捩　
琵
琶
に
舉
ぐ
。
夢
笑　
嬌
靨
を
開
き
、
眠
鬟　
落
花
を
壓
す
。
簟
文　
玉
腕
に
生
じ
、
香
汗　
紅
紗
を
浸
す
。
夫
壻　
恒
に
相
伴
ふ
、
是
れ
倡
家
な
り
と
誤
る
莫
か
れ
（
（
(
（
。
先
に
主
な
語
句
の
意
味
と
典
故
に
つ
い
て
述
べ
る
。
冒
頭
の
「
北
窗
」
は
北
向
き
の
窓
の
こ
と
で
あ
る
が
、
別
稿
一
で
詳
し
く
論
じ
た
よ
う
に
、
当
時
の
宮
殿
や
家
屋
の
基
本
的
な
配
置
と
照
ら
し
合
わ
せ
ば
、こ
の
詩
の
「
内
人
」
が
宮
中
の
最
奥
の
部
屋
「
室
」
に
居
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。「
攀
鉤
」
は
桑
摘
み
の
際
に
用
い
ら
れ
る
道
具
。「
簟
文
」
は
昼
寝
の
敷
物
の
模
様
の
あ
と
。「
倡
家
」
は
歌
舞
を
演
奏
す
る
こ
と
を
職
業
と
す
る
女
性
で
あ
る
妓
女
を
指
す
。
こ
の
語
の
詩
歌
に
お
け
る
早
期
の
例
と
し
て
古
詩
十
九
首
・
其
二
「
青
青
河
畔
草
」
の
末
四
句
「
昔
爲
倡
家
女
、
今
爲
蕩
子
婦
。
蕩
子
行
不
歸
、
空
牀
難
獨
守
（
昔
は
倡
家
の
女
爲
り
、
今
は
蕩
子
の
婦
と
爲
る
。
蕩
子
は
行
三
八
き
て
歸
ら
ず
、
空
牀　
獨
り
守
る
こ
と
難
し
（」（
（
（
が
挙
げ
ら
れ
る
。
梁
代
で
も
鄧
鏗
の
「
月
夜
閨
中
詩
」
の
末
句
で
「
誰
能
當
此
夕
、
獨
處
類
倡
家
（
誰
か
能
く
此
の
夕
べ
に
當
た
ら
ん
、
獨
處
は
倡
家
に
類に
た
り
（」（『
藝
文
類
聚
』
五
六
八
頁
、
巻
三
二
（
と
詠
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
詩
語
の
「
倡
家
」
と
言
え
ば
、
閨
怨
詩
で
お
な
じ
み
の
「
想
い
人
と
の
離
隔
を
哀
し
む
妓
女
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
担
っ
た
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
（
（
（
。
　
こ
れ
ら
の
語
釈
を
踏
ま
え
た
日
本
語
訳
を
以
下
に
示
す
。「
彼
女
は
北
窗
の
そ
ば
で
枕
を
敷
い
て
昼
の
仮
眠
を
取
っ
て
い
る
。
南
の
ひ
さ
し
か
ら
見
え
る
太
陽
は
ま
だ
傾
い
て
い
な
い
。「
攀
鉤
」
は
衝
立
の
元
に
落
ち
て
い
る
が
、
撥
を
差
し
挟
ん
だ
琵
琶
は
掛
け
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
彼
女
は
夢
を
見
て
い
る
の
か
、
笑
み
を
浮
か
べ
て
お
り
、
可
憐
な
え
く
ぼ
が
で
き
て
い
る
。
眠
っ
て
い
る
彼
女
の
「
わ
げ
」
は
落
花
を
押
し
つ
ぶ
し
て
い
る
。
敷
い
て
い
る
む
し
ろ
の
模
様
の
跡
が
玉
の
よ
う
な
腕
に
付
き
、
芳
香
を
伴
っ
た
汗
が
紅
の
う
す
ぎ
ぬ
の
着
物
に
し
み
て
い
る
。
夫
で
あ
る
私
が
い
つ
も
そ
ば
に
い
る
の
だ
、
読
者
の
皆
様
、
彼
女
が
妓
女
だ
と
お
間
違
え
な
き
よ
う
に
。」
冒
頭
で
は
こ
の
作
品
の
舞
台
が
宮
殿
の
深
奥
で
あ
り
、
時
刻
は
ま
だ
日
が
高
い
う
ち
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
第
五
句
か
ら
第
八
句
ま
で
に
昼
寝
す
る
「
内
人
」
の
様
子
を
美
し
く
精
緻
に
描
写
す
る
。
そ
し
て
末
二
句
で
は
夫
で
あ
る
語
り
手
が
常
に
傍
に
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
女
性
を
妓
女
と
間
違
え
る
な
か
れ
、
と
作
品
の
外
に
居
る
読
者
に
呼
び
か
け
て
作
品
を
締
め
く
く
る
。
　
こ
の
作
品
は
女
性
の
昼
寝
を
題
材
と
し
て
い
る
点
で
当
時
と
し
て
も
非
常
に
珍
し
い
が
、
現
代
の
研
究
者
は
以
下
の
よ
う
に
評
す
る
。
大
室
幹
雄
氏
は
日
本
近
代
詩
と
比
較
し
て
、
こ
の
作
品
が
「
発
見
の
驚
き
、
認
識
の
喜
び
、
女
と
結
ん
だ
交
換
関
係
に
お
い
て
男
が
彼
女
の
身
心
の
秘
密
の
世
界
へ
感
覚
を
犯
し
て
侵
入
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
な
い
」
と
評
し
、「
愛
の
詩
で
も
、
性
愛
の
詩
で
も
な
く
、
上
品
に
仕
上
げ
ら
れ
た
最
良
の
好
色
の
詩
な
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
軽
く
浮
い
て
い
る
」
と
総
括
す
る
（
（
（
。
石
観
海
氏
は
こ
の
作
品
が
「
専
ら
内
人
の
眠
る
様
子
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
後
世
の
人
々
か
ら
『
軽
薄
な
』『
肉
欲
の
あ
る
』『
色
情
の
あ
る
』
な
ど
と
し
て
批
難
さ
れ
た
」
と
い
う
（
（
（
。
帰
青
氏
は
「
こ
の
類
い
の
詩
は
そ
の
淵
源
か
ら
見
て
、
疑
い
な
く
詠
物
詩
か
ら
生
ま
れ
変
わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
結
局
の
と
こ
ろ
詠
物
詩
の
一
種
で
あ
り
、
作
者
は
詠
物
詩
の
手
法
を
用
い
て
人
を
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
表
現
手
法
と
淵
源
に
つ
い
て
指
摘
す
る
（
（
（
。
林
大
志
氏
は
こ
の
作
品
が
何
度
も
研
究
書
等
に
引
用
さ
れ
て
き
た
宮
体
詩
の
典
型
的
作
品
で
あ
り
、
女
性
の
寝
姿
を
非
常
に
精
緻
か
つ
具
体
的
に
描
写
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
非
常
に
微
細
な
部
分
ま
で
現
前
せ
し
め
る
程
度
に
到
達
し
て
い
る
、
と
評
す
る
（
（
（
。
右
に
は
日
中
の
最
近
の
論
評
の
主
な
も
の
を
挙
げ
た
が
、
最
後
の
林
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
「
軽
薄
な
」
梁
代
艶
詩
の
典
型
的
な
作
品
と
し
て
少
な
か
ら
ず
言
及
さ
れ
て
き
た
。
（
二
（「
内
人
」
の
語
義
と
本
稿
の
問
題
意
識
三
九
　
右
の
先
行
研
究
の
蕭
綱
の
作
品
に
対
す
る
論
評
に
共
通
す
る
の
は
、
主
に
女
性
の
寝
姿
の
描
写
の
細
や
か
さ
に
着
目
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
が
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ
た
特
徴
に
注
目
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
こ
の
作
品
の
主
人
公
が
「
内
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
節
で
解
釈
を
示
し
た
よ
う
に
、
蕭
綱
の
作
品
の
語
り
手
は
「
内
人
」
の
「
夫
壻
」
と
し
て
振
る
舞
っ
て
お
り
、「
内
人
」
は
語
り
手
の
妻
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
こ
こ
で
「
内
人
」
と
い
う
語
が
指
す
対
象
の
種
類
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
語
の
使
用
例
か
ら
そ
の
語
義
を
帰
納
す
れ
ば
、
以
下
の
三
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
第
一
は
「
身
内
の
者
」
で
あ
り
、
指
し
示
す
範
囲
が
最
も
広
い
。
こ
れ
は
『
荀
子
』「
法
行
篇
」
中
の
用
例
が
最
初
期
の
も
の
で
あ
る
。
曽
子
曰
、「
無
内
人
之
疏
而
外
人
之
親
、
無
身
不
善
而
怨
人
、
無
刑
已
至
而
呼
天
。
内
人
之
疏
而
外
人
之
親
、
不
亦
遠
乎
。
身
不
善
而
怨
人
、
不
亦
反
乎
。
刑
已
至
而
呼
天
、
不
亦
晚
乎
」（
曽
子
曰
く
、「
内
人
を
之
れ
疏
ん
じ
て
外
人
を
之
れ
親
し
む
こ
と
無
か
れ
、
身
の
不
善
に
し
て
人
を
怨
む
こ
と
無
か
れ
、
刑
の
已
に
至
り
て
天
を
呼
ぶ
無
か
れ
。
内
人
を
之
れ
疏
ん
じ
て
外
人
を
之
れ
親
し
む
は
、
亦
た
遠
か
ら
ず
や
。
身
の
不
善
に
し
て
人
を
怨
む
は
、
亦
た
反もと
ら
ず
や
。
刑
の
已
に
至
り
て
天
を
呼
ぶ
は
、
亦
た
晚おそ
か
ら
ず
や
」
と
（
。（
（（
（
孔
子
の
高
弟
、
曽
参
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
と
い
う
。「『
内
人
』
と
疎
遠
に
な
っ
て
、『
外
人
』
と
親
し
く
し
て
は
い
け
な
い
。
自
分
の
言
動
が
善
く
な
い
の
に
他
人
を
怨
ん
で
は
い
け
な
い
。
刑
罰
が
確
定
し
て
か
ら
天
に
助
け
を
求
め
て
は
い
け
な
い
。『
内
人
』
と
疎
遠
に
な
っ
て
、『
外
人
』
と
親
し
く
す
る
と
い
う
の
は
、
何
と
正
道
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
自
分
の
言
動
が
善
く
な
い
の
に
他
人
を
怨
む
と
い
う
の
は
、
何
と
正
道
に
反
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
刑
罰
が
確
定
し
て
か
ら
天
に
助
け
を
求
め
る
と
い
う
の
は
、
何
と
遅
き
に
失
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。」
こ
こ
で
は
、「
自
分
の
言
動
が
善
く
な
い
の
に
他
人
を
怨
む
」
こ
と
と
「
刑
罰
が
確
定
し
て
か
ら
天
に
助
け
を
求
め
る
」
こ
と
と
並
ん
で
「『
内
人
』
と
疎
遠
に
な
っ
て
、『
外
人
』
と
親
し
く
す
る
」
こ
と
が
正
道
か
ら
乖
離
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
内
人
」
は
『
荀
子
』
の
中
で
他
に
用
例
が
見
ら
れ
ず
、こ
の
語
に
対
す
る
王
先
謙
の
注
は
無
い
。
対
置
さ
れ
る
人
々
が
「
外
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
こ
で
は
「
内
人
」
を
「
身
内
の
者
」、「
外
人
」
を
「
身
内
以
外
の
者
」
と
解
釈
し
て
お
く
（
（（
（
。
　
第
二
の
意
味
は
「
妻
妾
」、正
室
や
側
室
で
あ
る
。『
禮
記
』「
檀
弓
篇
」
下
「
内
人
皆
行
哭
失
聲
（
内
人
は
皆
な
行
哭
し
て
聲
を
失
ふ
（」（
十
三
經
注
疏
本
一
三
〇
四
頁
『
禮
記
正
義
』
巻
九
（
に
対
し
て
鄭
玄
は
「
内
人
、
妻
妾
（
内
人
は
、
妻
妾
な
り
（」
と
い
う
簡
潔
な
注
を
附
し
て
い
る
。
第
一
の
『
荀
子
』
の
例
で
「
内
人
」
は
「
身
内
」
を
意
味
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
よ
り
狭
く
「
妻
」（
正
室
（
や
「
妾
」（
側
室
（
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
　
第
三
の
「
内
人
」
は
「
宮
中
の
女
官
」「
宮
女
」
で
あ
る
。
休
息
す
る
王
に
近
侍
し
た
り
、
季
節
の
紡
織
の
仕
事
を
行
っ
た
り
、
祭
祀
に
お
い
て
宮
中
の
「
世
婦
」
と
い
う
役
職
の
女
性
の
補
助
を
行
っ
た
り
す
る
女
官
を
指
す
（
（（
（
。
こ
の
第
三
の
「
内
人
」
は
宮
中
の
仕
事
を
担
当
し
、
王
の
血
縁
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
王
の
近
く
に
侍
る
女
性
で
あ
る
。
四
〇
　
以
上
の
よ
う
に
、「
内
人
」
と
い
う
語
は
、
広
義
で
「
身
内
の
者
」
を
意
味
す
る
が
、
狭
義
で
は
「
妻
妾
」
あ
る
い
は
「
女
官
」
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
　
前
述
の
通
り
、
蕭
綱
の
右
の
作
品
で
は
語
り
手
自
身
を
「
夫
壻
」
と
称
し
て
い
る
た
め
、「
内
人
」
は
「
妻
」
を
指
す
。
語
り
手
は
昼
寝
を
す
る
「
内
人
」
に
接
近
し
、
彼
女
の
寝
姿
を
詳
細
に
描
写
す
る
。
こ
の
こ
と
自
体
が
「
内
人
」
に
「
恒
に
相
伴
」
う
こ
と
、
つ
ま
り
「
夫
壻
」
で
あ
る
語
り
手
が
い
つ
も
そ
ば
に
い
て
幸
福
で
あ
り
、
彼
女
が
「
倡
家
」
の
よ
う
で
は
な
い
こ
と
を
具
体
的
に
指
し
示
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
末
二
句
で
読
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
夫
壻
」
と
称
す
る
語
り
手
と
「
内
人
」
と
の
幸
福
を
誇
示
す
る
。
　
前
節
で
挙
げ
た
先
行
研
究
は
、
こ
の
作
品
の
主
人
公
が
「
内
人
」
で
あ
る
こ
と
を
看
過
し
、
こ
の
主
人
公
を
女
性
の
一
例
、
あ
る
い
は
典
型
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、「
内
人
」
を
描
く
作
品
は
、
現
存
す
る
作
品
の
中
で
は
南
朝
梁
に
至
っ
て
急
増
す
る
（
（(
（
。
梁
代
艶
詩
の
典
型
的
作
品
の
一
つ
と
さ
れ
る
蕭
綱
の
こ
の
作
品
の
主
人
公
が
「
内
人
」
で
あ
る
こ
と
は
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
前
節
で
は
挙
げ
な
か
っ
た
が
、
蕭
綱
の
「
晝
眠
」
詩
を
取
り
上
げ
る
先
行
研
究
の
中
で
、
最
も
こ
の
問
題
に
踏
み
込
ん
で
言
及
し
て
い
る
の
は
胡
大
雷
氏
で
あ
る
。
胡
氏
は
梁
代
に
妻
を
主
人
公
と
す
る
作
品
が
急
増
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
根
底
に
は
詩
人
た
ち
の
あ
る
「
焦
り
」
が
存
在
し
た
と
い
う
。
詩
人
た
ち
は
、
妓
女
た
ち
を
詩
歌
に
盛
ん
に
取
り
上
げ
る
詩
壇
の
風
潮
の
中
に
身
を
置
い
て
い
た
が
、
彼
女
た
ち
の
容
色
に
対
す
る
愛
慕
は
結
局
一
夜
の
風
流
事
に
過
ぎ
な
い
。
数
名
の
詩
人
は
そ
の
よ
う
な
風
潮
の
中
で
自
己
を
失
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
「
焦
り
」
を
抱
い
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
夫
婦
関
係
を
作
品
に
描
く
こ
と
を
通
し
て
、
自
己
と
妻
の
存
在
を
肯
定
し
た
の
で
あ
っ
た
、
と
胡
氏
は
述
べ
る
（
（（
（
。
胡
氏
の
主
張
は
興
味
深
い
が
、
そ
の
根
底
に
「
焦
り
」
が
存
す
る
こ
と
を
述
べ
る
の
に
根
拠
と
な
る
資
料
を
挙
げ
て
い
な
い
た
め
、
従
い
難
い
。
　
ま
ず
、
梁
代
の
「
内
人
」
詩
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
確
か
に
梁
代
艶
詩
に
妻
妾
が
登
場
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
が
、
そ
の
場
合
、
後
述
す
る
よ
う
に
別
の
呼
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら
の
作
品
と
「
内
人
」
を
詠
っ
た
作
品
と
で
は
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
か
。
更
に
、「
内
人
」
以
外
の
女
性
を
詠
っ
た
作
品
と
比
較
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
か
。
以
下
、
本
稿
で
は
右
の
諸
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
梁
代
「
内
人
」
詩
の
特
徴
と
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
<
第
一
章>
梁
代
の
そ
の
他
の
「
内
人
」
詩
（
一
（
蕭
綱
の
そ
の
他
の
「
内
人
」
詩
四
一
　
次
に
前
掲
作
品
以
外
の
蕭
綱
の
「
内
人
」
詩
を
取
り
上
げ
よ
う
。
ま
ず
は
「
和
徐
錄
事
見
内
人
作
臥
具
」
で
あ
る
。
徐
録
事
と
は
、
蕭
綱
の
文
学
上
の
師
で
あ
る
徐
摛
の
こ
と
。
題
名
に
拠
れ
ば
こ
の
作
品
は
、
自
身
の
「
内
人
」
が
寝
具
を
制
作
す
る
様
子
を
題
材
に
し
た
作
品
を
徐
摛
が
詠
い
、
そ
れ
に
蕭
綱
が
唱
和
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。密
房
寒
日
晚
、
落
照
度
窗
邊
。
紅
簾
遙
不
隔
、
輕
帷
半
捲
懸
。
方
知
纖
手
製
、
詎
減
縫
裳
妍
。
龍
刀
橫
膝
上
、
畫
尺
墮
衣
前
。
熨
斗
金
塗
色
、
簪
管
白
牙
纏
。
衣
裁
合
歡
襵
、
文
作
鴛
鴦
連
。
縫
用
雙
針
縷
、
絮
是
八
蠶
緜
。
香
和
麗
邱
蜜
、
麝
吐
中
臺
烟
。
已
入
琉
璃
帳
、
兼
雜
太
華
氊
。
具
共
雕
罏
暖
、
非
同
團
扇
捐
。
更
恐
從
軍
別
、
空
牀
徒
自
憐
（
密
房　
寒
日
晚
る
、
落
照　
窗
邊
に
度
る
。
紅
簾　
遙
か
に
し
て
隔
て
ず
、
輕
帷　
半
ば
捲
き
懸
る
。
方
に
纖
手
の
製
す
る
を
知
る
、
詎
ぞ
縫
裳
の
妍
な
る
に
減
ぜ
ん
。
龍
刀　
膝
上
に
橫
た
は
り
、
畫
尺　
衣
前
に
墮
つ
。
熨
斗　
金
塗
の
色
、
簪
管　
白
牙
の
纏
。
衣
は
合
歡
の
襵
に
裁
し
、
文
は
鴛
鴦
の
連
な
る
を
作
す
。
縫
に
は
雙
針
の
縷
を
用
ひ
、
絮
は
是
れ　
八
蠶
の
緜
な
り
。
香
は
麗
邱
の
蜜
を
和
し
、
麝
は
中
臺
の
烟
を
吐
く
。
已
に
琉
璃
の
帳
に
入
り
、
兼
ね
て
太
華
の
氊
に
雜
は
る
。
具
に
雕
罏
の
暖
を
共
に
し
、團
扇
の
捐
て
ら
る
る
に
同
じ
き
に
非
ず
。
更
に
從
軍
の
別
、空
牀　
徒
ら
に
自
ら
憐
れ
ま
ん
こ
と
を
恐
る
（。（『
玉
臺
新
詠
箋
注
』
二
八
八
―
九
頁
、
巻
七
（
逐
語
訳
は
省
略
す
る
。
冒
頭
の
「
密
房
」
は
深
奥
が
密
閉
空
間
で
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
。
そ
の
中
で
は
様
々
な
裁
縫
道
具
が
登
場
し
、
そ
れ
を
用
い
る
「
内
人
」
の
動
作
が
描
写
さ
れ
る
。
そ
し
て
次
に
芳
香
の
描
写
が
見
ら
れ
、
室
内
で
た
か
れ
る
炉
の
暖
か
さ
を
「
内
人
」
と
男
性
が
共
有
し
（
（（
（
、
古
辞
「
怨
歌
行
」
で
有
名
な
漢
の
班
婕
妤
の
よ
う
に
彼
女
が
捨
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
従
軍
で
男
女
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
り
、
彼
女
は
空
っ
ぽ
の
ベ
ッ
ド
で
独
り
自
分
を
哀
れ
む
こ
と
に
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
、
と
詠
っ
て
作
品
を
締
め
く
く
る
。
徐
摛
は
一
士
人
で
あ
り
、
作
品
の
末
二
句
の
口
吻
か
ら
「
内
人
」
が
作
中
の
男
性
の
妻
妾
を
指
す
と
解
釈
す
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
　
蕭
綱
の
こ
の
作
品
で
は
屋
敷
の
密
閉
空
間
の
「
内
」
に
物
と
芳
香
が
溢
れ
、
そ
の
中
で
「
内
人
」
は
裁
縫
を
し
、
彼
女
と
夫
が
暖
か
さ
を
共
有
す
る
幸
福
が
充
満
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
最
後
の
二
句
が
夫
の
従
軍
と
い
う
「
外
」
的
要
因
に
よ
っ
て
「
内
」
に
空
虚
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
不
幸
を
想
像
し
、
恐
れ
る
心
情
が
説
得
力
を
持
っ
て
読
者
に
了
解
さ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
作
品
の
原
典
で
あ
る
徐
摛
の
作
品
は
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
題
名
か
ら
蕭
綱
の
文
学
上
の
師
で
あ
る
徐
摛
が
「
内
人
」
詩
を
制
作
し
、
そ
れ
に
蕭
綱
が
唱
和
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
、「
内
人
」
詩
制
作
が
蕭
綱
の
文
学
集
団
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
次
に
取
り
上
げ
る
の
は
「
夜
遣
内
人
還
後
舟
」。
四
二
錦
幔
扶
船
列
、
蘭
橈
拂
浪
浮
。
去
燭
猶
文
水
、
餘
香
尚
滿
舟
（
錦
幔　
船
を
扶
け
て
列
す
、
蘭
橈　
浪
を
拂
ひ
て
浮
ぶ
。
去
燭　
猶
ほ
水
に
文あや
な
す
、
餘
香　
尚
ほ
舟
に
滿
つ
（（
（（
（
。
特
に
難
解
な
語
句
は
無
い
の
で
日
本
語
訳
を
以
下
に
示
す
。「
錦
の
垂
れ
幕
が
後
ろ
の
船
の
左
右
に
沿
っ
て
並
ん
で
張
ら
れ
、
蘭
の
舵
は
波
を
払
う
よ
う
に
浮
か
ぶ
。
去
り
ゆ
く
そ
の
船
の
灯
が
揺
れ
る
波
に
映
っ
て
独
特
の
模
様
を
描
き
、彼
女
の
残
り
香
は
ま
だ
こ
ち
ら
の
舟
に
満
ち
て
い
る
。」
題
名
と
本
文
に
基
づ
き
、船
遊
び
を
し
て
い
て
「
内
人
」
を
語
り
手
の
い
る
「
舟
」
の
後
ろ
の
「
船
」
に
戻
ら
せ
た
際
の
情
景
を
描
い
た
作
品
と
解
釈
し
て
お
く
が
、
こ
の
「
内
人
」
が
「
妻
妾
」「
女
官
」
の
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
は
断
定
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
和
語
で
言
う
「
ふ
ね
」
が
「
船
」
と
「
舟
」
と
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
単
に
押
韻
の
た
め
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
し
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
種
類
の
船
舶
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
前
半
二
句
は
語
り
手
の
い
る
「
舟
」
の
後
の
「
船
」
を
描
写
し
た
も
の
で
、
最
後
の
句
の
「
舟
」
に
は
語
り
手
が
い
て
、
さ
き
ほ
ど
ま
で
同
じ
「
舟
」
に
居
た
「
内
人
」
の
芳
香
が
ま
だ
満
ち
て
い
る
こ
と
を
表
現
す
る
と
解
釈
で
き
よ
う
（
（（
（
。
　
こ
の
末
句
の
表
現
は
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
比
較
の
た
め
に
南
朝
梁
時
代
の
舟
と
女
性
の
香
り
に
関
す
る
用
例
を
見
て
み
よ
う
。
・
沈
君
攸
「
採
蓮
曲
」「
衣
香
隨
岸
遠
、
荷
影
向
流
斜
（
衣
香　
岸
に
隨
ひ
て
遠
く
、
荷
影　
流
れ
に
向
か
ひ
て
斜
め
な
り
（」（『
樂
府
詩
集
』
七
三
二
頁
、
巻
五
〇
（
・
劉
緩
「
詠
江
南
可
采
蓮
」「
釵
光
逐
影
亂
、
衣
香
隨
逆
風
（
釵
光　
影
を
逐
ひ
て
亂
れ
、
衣
香　
逆
風
に
隨
ふ
（」（『
藝
文
類
聚
』
一
四
〇
二
頁
、
巻
八
二
（
い
ず
れ
も
舟
に
乗
っ
て
蓮
を
採
る
女
性
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
女
性
が
乗
る
舟
が
語
り
手
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
彼
女
の
衣
の
芳
香
も
薄
れ
る
こ
と
を
描
写
し
、
後
者
は
蓮
を
採
る
女
性
が
舟
に
乗
り
、
彼
女
の
影
が
動
く
の
に
従
っ
て
釵
に
当
た
る
日
光
が
乱
反
射
し
、
彼
女
の
衣
の
芳
香
が
向
か
い
風
に
乗
っ
て
漂
っ
て
く
る
こ
と
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
通
常
、
芳
香
は
密
閉
空
間
で
な
け
れ
ば
風
な
ど
に
乗
っ
て
辺
り
に
漂
っ
て
き
た
り
、
舟
が
遠
ざ
か
れ
ば
薄
れ
て
い
っ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
と
描
か
れ
る
。
　
蕭
綱
の
「
舟
」
の
作
品
の
第
四
句
に
見
え
る
舟
の
詳
細
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
辺
り
に
漂
う
は
ず
の
芳
香
が
、
こ
の
作
品
で
は
語
り
手
の
い
る
舟
に
限
定
し
て
満
ち
る
と
い
う
。
つ
ま
り
舟
を
密
閉
空
間
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
空
間
に
「
香
り
が
満
ち
る
」
こ
と
は
、
幸
福
の
象
徴
的
表
現
の
一
つ
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
楚
辭
』
九
歌
「
東
皇
太
一
」
の
「
靈
偃
蹇
兮
姣
服
、
芳
菲
菲
兮
滿
堂
（
靈
偃
蹇
と
し
て
姣
服
し
、
芳
菲
菲
と
し
て
堂
に
滿
つ
（」（
（（
（
二
句
は
、
東
皇
太
一
が
降
り
た
巫
女
が
舞
い
、
芳
香
が
祭
祀
の
会
場
で
あ
る
高
堂
に
満
ち
る
こ
と
を
詠
っ
て
お
り
、
東
皇
太
一
降
臨
の
喜
び
を
象
徴
的
に
描
い
て
い
る
（
（（
（
。
別
の
例
と
し
て
、
蕭
綱
の
「
孌
童
」
詩
の
第
三
・
四
句
は
「
羽
帳
晨
香
滿
、
珠
簾
夕
漏
賒
（
羽
帳　
晨
香
滿
ち
、
珠
簾　
夕
漏
賒はる
か
な
り
（」（『
玉
臺
新
詠
箋
注
』
三
〇
一
頁
、
巻
七
（
と
詠
い
、
語
り
手
が
寵
愛
す
る
美
少
年
と
過
ご
す
幸
福
の
空
間
の
描
写
に
「
香
り
が
満
ち
る
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
　
蕭
綱
の
右
の
作
品
で
「
内
人
」
は
語
り
手
の
居
る
舟
の
「
外
」
に
位
置
す
る
別
の
船
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
彼
女
の
残
り
香
は
語
り
手
の
舟
の
「
内
」
に
満
ち
て
い
る
四
三
と
描
か
れ
る
。
語
り
手
の
舟
の
「
内
」
に
お
い
て
彼
女
自
身
は
不
在
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
な
お
さ
ら
そ
の
舟
に
彼
女
の
香
り
が
残
る
こ
と
自
体
の
幸
福
の
度
合
い
が
強
ま
る
。
そ
し
て
語
り
手
の
舟
を
閉
鎖
空
間
と
描
く
こ
と
か
ら
、
そ
の
幸
福
を
独
占
す
る
こ
と
を
明
示
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
二
（
徐
君
蒨
の
「
内
人
」
詩
　
次
に
蕭
綱
以
外
の
梁
代
詩
人
の
手
に
よ
る
「
内
人
」
詩
と
し
て
、
徐
君
蒨
の
二
作
品
を
取
り
上
げ
よ
う
。
徐
君
蒨
、
字
は
懷
簡
の
伝
記
は
『
南
史
』
巻
一
五
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
東
海
の
徐
氏
の
出
身
と
い
い
、『
玉
臺
新
詠
』
序
の
作
者
と
さ
れ
る
徐
陵
と
同
族
で
あ
る
。
右
の
本
伝
は
、
蕭
綱
と
密
接
な
文
学
的
交
流
を
持
っ
た
湘
東
王
蕭
繹
の
鎮
西
諮
議
参
軍
と
な
っ
た
と
記
す
。
現
存
す
る
彼
の
詩
歌
は
『
玉
臺
新
詠
』
所
収
の
四
首
の
み
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
ま
ず
「
共
内
人
夜
坐
守
歳
」
と
題
さ
れ
た
作
品
を
見
よ
う
。『
南
史
』
の
本
伝
に
は
「
頗
好
聲
色
、
侍
妾
數
十
（
頗
る
聲
色
を
好
み
、
侍
妾
數
十
あ
り
（」
と
記
さ
れ
る
た
め
（
（（
（
、
こ
こ
で
の
「
内
人
」
は
「
妻
」
だ
け
で
な
く
、「
侍
妾
」
も
含
め
複
数
か
も
し
れ
な
い
。「
守
歳
」
と
は
大
晦
日
の
夜
を
過
ご
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
唐
代
以
降
の
詩
歌
で
大
晦
日
を
詠
う
こ
と
は
一
般
的
と
な
る
が
、
南
朝
期
で
は
ま
だ
珍
し
い
。
歡
多
情
未
極
、
賞
至
莫
停
杯
。
酒
中
挑
喜
子
、
粽
裏
覓
楊
梅
。
簾
開
風
入
帳
、
燭
盡
炭
成
灰
。
勿
疑
鬢
釵
重
、
爲
待
曉
光
來
（
歡　
多
く
し
て
情
未
だ
極
ま
ら
ず
、
賞　
至
り
て
杯
を
停
む
る
莫
し
。
酒
中
に
喜
子
を
挑
げ
、
粽
裏
に
楊
梅
を
覓
む
。
簾　
開
き　
風
は
帳
に
入
り
、
燭　
盡
き　
炭
は
灰
と
成
る
。
疑
ふ
勿
か
れ　
鬢
釵
の
重
き
を
、
曉
光
の
來
た
る
を
待
つ
が
爲
め
な
り
（（
（（
（
。
逐
語
訳
は
省
略
す
る
が
、
大
晦
日
の
夜
、
屋
敷
の
帳
の
中
で
行
わ
れ
る
私
宴
の
様
子
を
描
写
し
た
作
品
で
あ
る
。
冒
頭
で
「
歡
多
情
未
極
」、
娯
楽
が
多
く
歓
楽
の
情
が
尽
き
な
い
と
述
べ
る
が
、
こ
こ
に
は
別
稿
一
で
論
じ
た
歓
楽
の
永
続
の
要
素
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
末
二
句
で
は
、「
内
人
」
に
向
け
て
、
鬢
に
指
し
た
簪
を
重
く
感
じ
る
こ
と
を
訝
し
ん
で
は
い
け
な
い
、
そ
れ
は
御
来
光
を
徹
夜
し
て
待
っ
た
た
め
に
疲
れ
た
の
だ
か
ら
と
述
べ
て
作
品
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
最
後
に
疲
労
に
言
及
す
る
も
の
の
、
こ
の
作
品
は
大
晦
日
に
お
け
る
「
内
人
」
と
の
歓
楽
の
ひ
と
と
き
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
第
二
首
は
「
初
春
攜
内
人
行
戲
」。「
初
春
」
と
あ
り
、
前
の
作
品
に
引
き
続
き
、
年
が
明
け
て
か
ら
の
「
内
人
」
と
の
行
楽
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
梳
飾
多
今
世
、
衣
著
一
時
新
。
草
短
猶
通
屧
、
梅
香
漸
著
人
。
樹
斜
牽
錦
帔
、
風
橫
入
紅
綸
。
滿
酌
蘭
英
酒
、
對
此
得
娯
神
（
梳
飾　
多
く
今
世
な
り
、
衣
著　
一
に
時
新
な
り
。
草
短
く
猶
ほ
屧
を
通
し
、
梅
香
し
く
漸
く
人
に
著
く
。
樹　
斜
め
に
錦
帔
を
牽
き
、
風　
橫
さ
ま
に
紅
綸
に
入
る
。
滿
酌　
蘭
英
の
酒
、
此
れ
に
對
し
て
神
を
娯
し
ま
し
む
る
を
得
た
り
（。（『
玉
臺
新
詠
箋
注
』
三
四
三
頁
、
巻
八
（
四
四
こ
こ
で
も
逐
語
訳
は
省
略
す
る
。
冒
頭
二
句
で
は
新
春
の
こ
の
日
、
流
行
の
装
い
に
身
を
包
ん
だ
「
内
人
」
と
出
か
け
る
こ
と
を
述
べ
る
。
第
三
句
か
ら
第
六
句
ま
で
は
草
木
や
風
を
描
写
し
、
新
春
の
屋
外
の
情
景
を
読
者
に
提
示
す
る
。
こ
の
部
分
で
は
色
彩
語
や
芳
香
の
表
現
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
擬
人
法
的
な
表
現
も
見
ら
れ
、
屋
敷
外
の
自
然
物
が
積
極
的
に
語
り
手
と
そ
の
「
内
人
」
に
関
与
す
る
よ
う
に
描
か
れ
る
。
そ
し
て
末
二
句
で
は
ま
た
酒
を
飲
み
、
新
春
の
屋
外
の
光
景
を
楽
し
む
と
述
べ
て
作
品
を
締
め
く
く
る
。
　
右
の
二
作
品
の
前
者
の
舞
台
は
屋
敷
の
「
内
」
で
、
後
者
の
舞
台
は
「
外
」
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
語
り
手
と
「
内
人
」
の
幸
福
を
描
く
が
、
更
に
「
風
」「
梅
」
そ
し
て
「
酒
」
と
い
う
共
通
の
語
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
二
作
品
で
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
。「
風
」
は
「
守
歳
」
に
お
い
て
外
か
ら
語
り
手
と
「
内
人
」
が
居
る
帳
の
内
に
吹
き
込
ん
で
蝋
燭
の
光
を
消
し
、
御
来
光
前
の
暗
闇
を
深
め
る
役
割
を
果
た
す
の
に
対
し
、「
初
春
」
で
の
「
風
」
は
外
出
し
た
「
内
人
」
の
紅
の
頭
巾
に
悪
戯
す
る
か
の
如
く
横
か
ら
吹
き
入
り
、
新
春
の
屋
外
で
の
明
る
い
雰
囲
気
を
演
出
す
る
。「
梅
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
者
の
作
品
で
は
大
晦
日
の
宴
に
出
さ
れ
た
料
理
「
粽
」
の
中
に
入
っ
て
い
る
つ
め
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
作
品
で
は
外
出
し
た
人
々
に
付
く
よ
う
に
漂
う
香
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
梅
」
は
双
方
と
も
に
歓
楽
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
が
、
前
者
で
は
屋
敷
の
内
の
帳
、
更
に
そ
の
内
に
並
べ
ら
れ
た
料
理
の
内
に
あ
っ
て
、
空
間
的
な
意
味
で
内
向
的
で
あ
り
、
後
者
で
は
香
り
が
屋
外
に
漂
い
、
人
に
付
く
と
描
か
れ
て
開
放
的
、
外
向
的
で
あ
る
。「
酒
」
に
つ
い
て
も
二
作
品
と
も
に
歓
楽
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
が
、
前
者
で
は
一
年
最
後
の
夜
に
屋
敷
内
で
杯
の
応
酬
が
果
て
し
な
く
続
く
と
描
か
れ
、
後
者
で
は
「
蘭
英
酒
」
と
い
う
強
い
香
り
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
、「
梅
」
の
香
り
の
表
現
と
映
発
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
二
作
品
に
は
共
通
す
る
語
彙
が
見
ら
れ
る
が
、
極
め
て
対
照
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
大
晦
日
に
お
け
る
屋
内
で
の
宴
と
、
元
旦
に
お
け
る
屋
外
で
の
行
楽
が
そ
れ
ぞ
れ
際
立
つ
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
二
作
品
は
語
り
手
と
「
内
人
」
の
幸
福
を
描
い
て
い
る
点
に
お
い
て
蕭
綱
ら
の
「
内
人
」
詩
と
共
通
点
を
有
す
る
。
二
作
品
で
特
徴
的
な
の
は
、
屋
敷
の
中
で
宴
を
し
な
が
ら
御
来
光
を
待
つ
「
守
歳
」
は
「
内
」
を
描
く
こ
と
に
徹
し
、
着
飾
っ
て
屋
外
へ
と
繰
り
出
す
「
初
春
」
は
「
外
」
を
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
大
晦
日
と
元
旦
と
い
う
密
接
に
関
連
す
る
時
間
設
定
を
持
つ
二
つ
の
作
品
に
お
い
て
共
通
す
る
語
彙
が
用
い
ら
れ
、
物
理
的
・
空
間
的
な
「
内
」「
外
」
は
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
結
局
男
女
の
小
世
界
内
が
幸
福
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
。
こ
の
二
作
品
は
蕭
綱
ら
の
作
品
と
は
異
な
っ
た
方
法
で
男
性
と
「
内
人
」
の
小
世
界
の
「
内
」
と
「
外
」
と
を
描
き
分
け
、
彼
ら
の
幸
福
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
　
こ
こ
ま
で
、
梁
代
の
「
内
人
」
詩
を
分
析
し
て
き
た
。
内
容
や
表
現
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
「
内
人
」
は
具
体
的
に
妻
妾
を
意
味
す
る
場
合
が
大
半
で
あ
っ
た
が
、
共
通
す
る
の
は
男
性
と
そ
の
「
内
人
」
の
幸
福
が
描
か
れ
る
点
で
あ
る
。
蕭
綱
の
「
晝
眠
」
の
作
品
は
語
り
手
が
「
内
人
」
に
常
に
同
伴
す
る
こ
と
を
描
き
、「
臥
具
」
の
作
品
で
は
密
閉
空
間
内
で
夫
と
そ
の
「
内
人
」
の
幸
福
の
共
有
が
描
か
れ
る
。「
舟
」
の
作
品
で
は
「
内
人
」
の
残
り
香
が
語
り
手
の
舟
に
満
ち
る
と
い
う
幸
福
を
表
現
四
五
す
る
。
徐
君
蒨
の
二
作
品
も
右
に
見
た
よ
う
に
、
大
晦
日
と
元
旦
と
い
う
特
別
な
日
を
語
り
手
が
「
内
人
」
と
過
ご
す
幸
福
を
描
く
。
　
共
通
点
は
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
男
性
と
「
内
人
」
の
小
世
界
の
「
内
」
と
「
外
」
を
辨
別
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
蕭
綱
の
「
晝
眠
」
の
作
品
の
末
二
句
で
は
、
夫
で
あ
る
語
り
手
お
よ
び
そ
の
「
内
人
」
の
側
と
、
作
品
の
「
外
」
の
者
で
あ
る
読
者
と
の
間
に
境
界
線
を
引
き
、
語
り
手
は
「
内
人
」
を
独
占
し
て
い
る
こ
と
を
作
品
の
「
外
」
の
読
者
に
向
か
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
。「
臥
具
」
の
作
品
で
は
舞
台
が
屋
敷
の
密
閉
空
間
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、「
内
」「
外
」
の
隔
た
り
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、こ
の
作
品
に
お
い
て
「
外
」
は
あ
く
ま
で
密
閉
さ
れ
た
空
間
「
内
」
に
充
満
す
る
夫
婦
の
幸
福
を
脅
か
す
恐
る
べ
き
世
界
で
あ
る
と
描
か
れ
る
。「
舟
」
の
作
品
で
「
内
人
」
は
語
り
手
の
舟
の
「
外
」
に
い
る
も
の
の
、
彼
女
の
残
り
香
が
語
り
手
の
舟
に
満
ち
る
と
い
う
特
殊
な
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
り
手
の
舟
の
「
内
」
だ
け
に
彼
女
の
残
り
香
と
い
う
幸
福
が
独
占
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
徐
君
蒨
の
二
作
品
は
物
理
的
・
空
間
的
「
内
」「
外
」
を
描
き
分
け
、
両
所
で
も
変
わ
ら
な
い
男
女
の
幸
福
な
姿
を
際
立
た
せ
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
作
品
に
よ
っ
て
「
内
」「
外
」
の
意
味
合
い
に
多
少
の
差
は
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
男
性
と
「
内
人
」
の
小
世
界
の
「
内
」
「
外
」
を
辨
別
す
る
表
現
を
持
つ
。
こ
れ
が
第
二
の
共
通
点
で
あ
る
。
<
第
二
章>
妻
妾
を
描
い
た
他
の
艶
詩
と
の
比
較
（
一
（「
相
逢
行
」
古
辞
系
模
擬
作
品
お
よ
び
関
連
作
品
と
の
比
較
　
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
梁
代
の
「
内
人
」
詩
の
「
内
人
」
は
主
に
妻
妾
を
主
人
公
と
す
る
が
、
斉
梁
時
代
に
は
妻
妾
が
登
場
す
る
作
品
群
が
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
楽
府
「
相
逢
行
」
古
辞
系
模
擬
作
品
と
「
三
婦
豔
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
一
で
詳
し
く
論
じ
た
が
、
祭
祀
や
宴
を
題
材
と
し
た
詩
歌
に
由
来
す
る
モ
チ
ー
フ
や
表
現
を
用
い
、
あ
る
理
想
的
な
一
家
の
幸
福
が
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
「
内
人
」
は
妻
だ
け
で
な
く
妾
を
も
含
み
う
る
が
、
右
の
楽
府
に
登
場
す
る
の
は
登
場
人
物
で
あ
る
兄
弟
の
「
婦
」、
す
な
わ
ち
「
つ
ま
」
で
あ
り
、「
内
人
」
よ
り
指
す
対
象
の
範
囲
が
絞
ら
れ
る
。「
相
逢
行
」
古
辞
系
模
擬
作
品
の
一
例
と
し
て
蕭
綱
の
「
長
安
有
狹
斜
行
」
を
挙
げ
よ
う
。
長
安
有
徑
塗
、
徑
徑
不
通
輿
。
道
逢
雙
總
丱
、
扶
輪
問
我
居
。 
我
居
青
門
北
、
可
憶
復
易
津
。
大
息
騫
金
勒
、
中
息
綰
黃
銀
。
小
息
始
得
意
、
黃
頭
作
弄
臣
。
三
息
倶
入
門
、
雅
志
揚
清
塵
。
三
息
倶
上
堂
、
觴
肴
滿
四
陳
。
三
息
倶
入
戸
、
照
耀
光
容
新
。
大
婦
舒
綺
絪
、
中
婦
拂
羅
巾
。
小
婦
最
容
冶
、
映
鏡
學
嬌
嚬
。
丈
人
且
安
坐
、
清
謳
出
絳
脣
（
長
安
に
徑
塗
有
り
、
徑
徑　
輿
通
じ
ず
。
道
に
逢
ふ
雙
總
丱
、
輪
を
扶
け
て
我
が
居
を
問
ふ
。 
我
が
居
は
青
門
の
北
に
あ
り
、
憶
ゆ
る
べ
く
復
た
津つた
四
六
へ
易
し
。
大
息
は
金
勒
を
騫かか
げ
、
中
息
は
黃
銀
を
綰す
ぶ
。
小
息
は
始
め
て
得
意
な
り
、
黃
頭
に
し
て
臣
を
弄
す
る
を
作
す
。
三
息
は
倶
に
門
に
入
る
、
雅
志
は
清
塵
を
揚
ぐ
。
三
息
は
倶
に
堂
に
上
る
、
觴
肴
は
四
陳
に
滿
つ
。
三
息
は
倶
に
戸
に
入
る
、
照
耀
と
し
て
光
容
新
た
な
り
。
大
婦
は
綺
絪
を
舒
べ
、
中
婦
は
羅
巾
を
拂
ふ
。
小
婦
は
最
も
容
冶
な
り
、
鏡
に
映
じ
て
嬌
嚬
を
學
ぶ
。
丈
人
且
く
安
坐
せ
よ
、
清
謳
は
絳
脣
よ
り
出
づ
（（
（（
（
。
逐
語
訳
は
し
な
い
が
、
作
品
の
構
成
は
次
の
通
り
。
ま
ず
大
都
会
で
二
人
の
若
者
が
出
会
い
、
片
方
の
若
者
の
屋
敷
が
非
常
に
立
派
で
分
か
り
や
す
い
所
に
位
置
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
若
者
は
三
人
兄
弟
で
、
兄
二
人
は
豪
華
な
装
飾
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
末
弟
で
あ
る
自
分
は
官
職
に
就
い
て
い
た
り
し
て
得
意
で
あ
る
。
三
兄
弟
が
帰
宅
す
る
と
、
門
、
堂
、
室
の
順
番
に
屋
敷
の
深
奥
へ
移
動
す
る
こ
と
が
順
に
描
か
れ
、
そ
の
最
深
奥
で
あ
る
室
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
妻
が
お
り
、
そ
の
内
で
私
宴
が
開
か
れ
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
最
後
に
、
最
も
若
い
末
弟
の
妻
が
舅
（「
丈
人
」（
に
歓
楽
の
永
続
を
象
徴
す
る
娯
楽
を
勧
め
て
作
品
が
締
め
く
く
ら
れ
る
。
こ
の
構
成
は
別
稿
一
で
論
じ
た
楽
府
「
相
逢
行
」
古
辞
系
模
擬
作
品
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
が
、
模
擬
作
品
に
よ
っ
て
は
舅
の
代
わ
り
に
夫
が
登
場
す
る
も
の
も
あ
る
。
　
本
稿
の
関
心
か
ら
こ
の
作
品
を
改
め
て
分
析
す
れ
ば
、「
三
息
倶
入
門
」
で
「
門
」
と
い
う
屋
敷
と
そ
の
外
と
の
境
界
が
詠
わ
れ
て
い
る
の
は
、
屋
敷
の
「
内
」
と
「
外
」
と
を
辨
別
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。「
門
」
は
外
界
と
の
境
界
を
象
徴
す
る
た
め
で
あ
る
（
（(
（
。
こ
の
句
以
降
に
お
け
る
屋
敷
内
の
門
、
堂
、
室
へ
の
移
動
は
、
別
稿
一
で
も
論
じ
た
よ
う
に
祭
祀
詩
を
祖
型
と
す
る
構
成
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
わ
ば
屋
敷
「
内
」
で
の
移
動
で
あ
り
、更
に
詳
し
く
言
え
ば
「
門
」
か
ら
、屋
敷
の
最
奥
で
「
婦
」
た
ち
の
居
る
「
室
」
と
い
う
核
心
的
な
「
内
」
へ
の
段
階
的
な
移
動
で
あ
る
。
一
応
、
空
間
的
な
「
外
」
と
「
内
」
と
を
辨
別
し
て
は
い
る
が
、
あ
く
ま
で
作
品
の
視
線
は
屋
敷
の
「
内
」
へ
「
内
」
へ
と
移
動
す
る
。
蕭
綱
の
「
内
人
」
詩
も
広
義
で
家
族
の
幸
福
を
描
く
点
は
右
の
楽
府
作
品
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、「
内
人
」
詩
は
対
象
が
男
性
と
そ
の
「
内
人
」
に
絞
ら
れ
て
い
る
点
、
そ
し
て
視
線
が
「
内
」
だ
け
で
な
く
「
外
」
に
も
向
か
う
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
　
も
う
一
つ
、
楽
府
「
相
逢
行
」
古
辞
系
模
擬
作
品
か
ら
派
生
し
た
楽
府
題
と
し
て
、「
三
婦
豔
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
相
逢
行
」
お
よ
び
「
長
安
有
狭
斜
行
」
の
末
六
句
、
つ
ま
り
三
兄
弟
の
妻
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
部
分
の
み
を
抜
き
出
し
て
独
立
し
た
作
品
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
典
の
末
六
句
と
比
べ
て
大
き
な
変
更
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
原
文
は
引
用
し
な
い
。
本
稿
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
原
典
の
中
間
部
に
見
ら
れ
る
、
門
、
堂
、
室
へ
の
移
動
の
よ
う
な
特
徴
的
モ
チ
ー
フ
は
こ
の
楽
府
で
削
除
さ
れ
、
屋
敷
の
最
奥
の
「
室
」
に
お
け
る
妻
と
夫
ま
た
は
舅
の
幸
福
を
描
い
て
お
り
、
視
線
は
「
内
」
の
世
界
だ
け
に
注
が
れ
て
い
る
。
　
こ
の
「
三
婦
豔
」
は
南
斉
・
竟
陵
王
の
八
友
の
一
人
で
あ
っ
た
王
融
が
創
始
し
た
楽
府
題
で
あ
る
。
梁
代
の
作
者
と
し
て
は
、
王
融
と
同
じ
く
八
友
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
沈
約
の
他
、
蕭
統
、
王
筠
、
呉
均
、
劉
孝
綽
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
者
を
見
て
了
解
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
比
較
的
新
し
い
楽
府
の
模
擬
作
品
は
、
王
融
を
除
き
、
蕭
統
と
そ
の
文
学
集
団
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
（（
（
。
蕭
統
や
沈
約
は
「
相
逢
行
」
古
辞
系
模
擬
作
品
も
残
し
て
い
る
が
、
彼
ら
を
含
む
「
三
婦
豔
」
の
作
者
た
ち
が
母
体
作
品
と
は
別
に
こ
の
楽
府
を
制
作
し
た
新
味
は
、
右
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
屋
敷
の
最
奥
で
の
幸
福
を
描
く
こ
と
に
徹
し
た
点
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
四
七
　
そ
れ
に
対
し
て
、
蕭
綱
の
文
学
集
団
の
詩
人
た
ち
は
「
三
婦
豔
」
を
残
し
て
い
な
い
。「
内
人
」
詩
は
男
性
と
「
内
人
」
の
小
世
界
の
「
内
」「
外
」
の
辨
別
を
何
ら
か
の
形
で
明
確
に
表
現
し
、「
外
」
に
も
視
線
を
向
け
る
点
に
お
い
て
、「
三
婦
豔
」
と
も
質
を
異
に
し
て
い
る
。
広
義
で
は
家
族
の
幸
福
を
描
く
と
い
う
共
通
点
を
持
ち
な
が
ら
も
、
右
の
楽
府
と
は
別
に
蕭
綱
ら
が
「
内
人
」
詩
を
制
作
し
た
新
味
は
右
の
よ
う
な
特
徴
に
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
二
（
夫
婦
間
の
贈
答
詩
や
悼
亡
詩
と
の
比
較
　
梁
代
に
は
他
に
も
妻
妾
、
特
に
正
妻
を
中
心
に
描
く
徒
詩
が
あ
る
。
森
田
浩
一
氏
は
「
夫
婦
の
う
た
―
六
朝
に
お
け
る
」
と
い
う
論
考
に
お
い
て
、
夫
婦
間
の
感
情
を
詠
う
詩
歌
の
表
現
の
幅
が
、
後
漢
か
ら
南
朝
期
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
文
学
の
気
分
を
強
く
表
し
な
が
ら
広
が
っ
て
い
く
道
筋
を
辿
り
、
南
朝
梁
時
代
に
至
っ
て
、
生
き
て
い
る
妻
を
堂
々
と
美
し
い
と
詠
う
作
品
が
登
場
し
た
と
指
摘
す
る
（
（（
（
。
そ
の
例
と
し
て
梁
・
徐
悱
と
そ
の
妻
・
劉
令
嫺
の
贈
答
詩
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
森
田
氏
の
論
考
で
は
、
こ
の
他
、
後
漢
の
秦
嘉
・
徐
淑
夫
婦
の
贈
答
詩
だ
け
で
な
く
、
西
晉
の
賈
充
と
李
夫
人
の
聯
句
や
、
西
晉
の
潘
岳
の
「
悼
亡
詩
」
と
南
朝
梁
の
江
淹
の
「
室
人
を
悼
む
詩
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
各
作
品
の
詳
細
な
分
析
は
森
田
氏
の
論
考
に
譲
る
が
、
本
稿
の
問
題
意
識
か
ら
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
言
え
ば
、
い
ず
れ
も
夫
婦
の
離
隔
や
死
別
と
い
っ
た
不
幸
を
テ
ー
マ
と
す
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
作
品
の
設
定
と
し
て
、
夫
婦
間
の
贈
答
詩
に
お
け
る
第
一
の
読
者
は
配
偶
者
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
者
の
視
線
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
亡
く
な
っ
た
妻
を
追
悼
す
る
潘
岳
と
江
淹
の
「
悼
亡
詩
」
は
、
妻
を
亡
く
し
た
夫
の
内
的
世
界
を
中
心
に
描
い
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
（（
（
。
言
わ
ば
、
こ
の
種
の
作
品
は
第
一
に
夫
婦
の
小
世
界
内
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
作
品
に
対
し
て
、
本
稿
で
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
蕭
綱
ら
の
「
内
人
」
詩
は
男
性
と
「
内
人
」
の
小
世
界
の
「
内
」
と
「
外
」
と
を
辨
別
し
、
そ
こ
か
ら
更
に
「
外
」
へ
向
か
う
視
点
を
持
つ
。「
晝
眠
」
の
作
品
で
は
、第
三
者
で
あ
る
読
者
に
対
し
て
「
内
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
態
度
を
明
確
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
臥
具
」
の
作
品
で
は
作
品
世
界
内
で
も
屋
敷
の
「
内
」「
外
」
が
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
作
品
自
体
が
文
学
集
団
メ
ン
バ
ー
の
作
品
に
対
す
る
唱
和
で
あ
り
、
男
性
と
そ
の
妻
妾
と
い
う
「
内
」
の
世
界
を
取
り
扱
い
な
が
ら
も
、
当
事
者
以
外
の
世
界
に
も
作
品
が
開
か
れ
て
い
る
。「
舟
」
の
作
品
で
「
内
人
」
は
語
り
手
の
舟
の
「
外
」
に
い
な
が
ら
も
、
彼
女
の
残
り
香
が
舟
の
「
内
」
に
満
ち
る
と
い
う
特
徴
的
表
現
が
見
ら
れ
る
。
徐
君
蒨
の
作
品
で
は
物
理
的
・
空
間
的
な
「
外
」
で
も
男
女
の
幸
福
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
、
森
田
氏
が
取
り
上
げ
た
作
品
は
全
て
夫
婦
の
不
幸
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
梁
代
の
「
内
人
」
詩
が
共
通
し
て
男
性
と
「
内
人
」
の
幸
福
を
描
く
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
両
者
は
対
照
的
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、「
内
人
」
詩
以
外
の
妻
妾
を
描
い
た
作
品
は
、
作
品
が
夫
婦
の
世
界
の
中
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
か
、
或
い
は
視
線
が
「
内
」
に
向
か
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
、
四
八
「
外
」
に
視
線
が
向
い
て
い
な
い
こ
と
は
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
点
こ
そ
が
「
内
人
」
詩
と
最
も
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
<
第
三
章>
そ
の
他
の
美
女
を
取
り
上
げ
た
作
品
と
の
比
較
（
一
（
蕭
綱
の
「
詠
美
人
觀
畫
」
　
前
章
ま
で
は
「
内
人
」
詩
以
外
の
妻
妾
が
登
場
す
る
作
品
を
取
り
上
げ
て
「
内
人
」
詩
と
比
較
し
た
。
最
後
に
本
章
本
節
で
は
妻
妾
以
外
の
女
性
を
題
材
に
し
た
徒
詩
の
艶
詩
と
「
内
人
」
詩
と
を
比
較
し
よ
う
。
こ
こ
で
挙
げ
る
の
は
蕭
綱
の
「
詠
美
人
觀
畫
」
で
あ
る
。
殿
上
圖
神
女
、
宮
裏
出
佳
人
。
可
憐
俱
是
畫
、
誰
能
辨
僞
真
。
分
明
凈
眉
眼
、
一
種
細
腰
身
。
所
可
持
爲
異
、
長
有
好
精
神
（
殿
上
に
神
女
を
圖えが
け
る
あ
り
、
宮
裏
よ
り
佳
人
出
づ
。
憐
れ
む
べ
し　
俱
に
是
れ
畫
な
る
を
、
誰
か
能
く
僞
真
を
辨
ぜ
ん
。
眉
眼　
凈
き
を
分
明
に
し
、
細
腰
の
身
を
一
種
に
す
。
持
し
て
異
と
爲
す
べ
き
所
は
、
長
く
好
精
神
有
る
こ
と
な
ら
ん
（。（『
玉
臺
新
詠
箋
注
』
三
〇
一
頁
、
巻
七
（
「
殿
上
に
神
女
の
絵
が
あ
る
。
後
宮
か
ら
美
人
が
そ
の
鑑
賞
に
出
か
け
て
き
た
。
絵
画
中
の
神
女
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
鑑
賞
す
る
美
人
も
絵
画
の
中
の
よ
う
だ
。
ど
ち
ら
が
本
物
の
女
性
か
絵
画
な
の
か
誰
が
見
分
け
ら
れ
よ
う
か
。
両
者
と
も
に
眉
も
眼
も
く
っ
き
り
と
涼
し
げ
で
、
一
様
に
細
い
腰
つ
き
の
体
。
異
な
る
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
本
物
の
方
が
ず
っ
と
活
き
活
き
し
て
い
る
点
だ
け
だ
。」　
美
女
の
絵
画
を
本
物
の
美
女
が
鑑
賞
し
て
い
る
様
子
を
描
写
し
た
と
い
う
点
で
南
朝
期
に
極
め
て
珍
し
い
作
品
で
あ
り
、
絵
画
と
本
物
と
の
境
が
曖
昧
で
あ
る
と
す
る
点
も
興
味
深
い
が
、
他
に
は
こ
の
作
品
に
唱
和
し
た
庾
肩
吾
の
作
品
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
　
本
稿
の
問
題
意
識
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
作
品
で
主
な
活
動
場
所
で
あ
る
後
宮
か
ら
、
宮
廷
の
公
的
な
場
所
で
あ
る
「
殿
」
と
い
う
「
外
」
の
世
界
へ
と
出
た
女
性
を
描
写
す
る
こ
と
に
徹
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
内
人
」
で
は
な
く
「
佳
人
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
象
を
あ
く
ま
で
自
分
と
は
直
接
的
な
関
係
を
持
た
な
い
一
人
の
美
女
と
し
て
取
り
扱
う
と
い
う
作
者
の
意
図
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
語
り
手
と
そ
の
女
性
と
が
幸
福
を
共
有
す
る
こ
と
は
な
く
、
二
人
の
世
界
の
「
内
」「
外
」
を
辨
別
す
る
表
現
も
見
ら
れ
な
い
。
前
掲
の
帰
青
氏
の
観
点
を
用
い
れ
ば
こ
の
作
品
も
「
晝
眠
」
と
同
じ
く
詠
物
詩
の
手
法
を
用
い
て
女
性
を
描
い
た
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
右
の
通
り
対
象
の
女
性
の
種
類
が
異
な
り
、
作
品
の
質
に
も
大
き
な
差
異
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
　
「
内
人
」
以
外
の
女
性
を
題
材
と
し
た
蕭
綱
の
こ
の
作
品
が
「
内
人
」
詩
と
異
な
る
の
は
、
語
り
手
が
美
女
と
絵
画
を
あ
く
ま
で
描
写
の
対
象
と
し
て
取
り
扱
い
、
対
象
の
美
女
と
幸
福
を
共
有
せ
ず
、
彼
ら
の
間
に
一
定
の
距
離
が
あ
る
か
の
如
く
描
写
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
語
り
手
は
「
内
」
を
想
起
し
た
り
顧
み
た
り
し
て
そ
れ
と
比
四
九
較
し
な
い
た
め
、
こ
の
作
品
に
「
内
」
と
「
外
」
の
辨
別
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
（
（（
（
。
（
二
（「
内
」「
外
」
の
辨
別
の
意
味
　
こ
こ
ま
で
様
々
な
種
類
の
作
品
と
比
較
し
て
み
る
と
、
蕭
綱
ら
の
「
内
人
」
詩
の
最
大
の
特
色
は
、
男
性
と
「
内
人
」
の
世
界
の
「
内
」「
外
」
を
辨
別
し
、「
外
」
へ
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
性
と
「
内
人
」
の
幸
福
を
よ
り
際
立
た
せ
て
い
る
点
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て
男
性
と
「
内
人
」
の
幸
福
を
強
調
し
て
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
筆
者
が
別
稿
一
で
詳
し
く
論
じ
た
よ
う
に
、
蕭
統
や
蕭
綱
の
父
で
、
沈
約
や
王
融
と
と
も
に
竟
陵
の
八
友
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
武
帝
蕭
衍
は
儒
教
に
基
づ
き
、「
和
氣
」
を
重
ん
じ
た
国
家
と
文
学
世
界
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
人
物
で
あ
り
、
あ
る
一
族
の
幸
福
な
姿
を
象
徴
的
に
描
い
た
楽
府
「
相
逢
行
」
の
双
生
児
と
い
う
べ
き
「
長
安
有
狭
斜
行
」
の
模
擬
作
品
を
制
作
し
た
。
そ
も
そ
も
楽
府
と
い
う
詩
体
は
内
容
や
テ
ー
マ
を
「
普
遍
化
」「
古
典
化
」
す
る
機
能
を
有
す
る
（
（（
（
。
梁
代
に
こ
の
楽
府
の
模
擬
作
品
の
制
作
が
大
流
行
し
、「
三
婦
豔
」
を
も
生
ん
だ
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
家
族
の
幸
福
と
い
う
テ
ー
マ
を
当
時
の
王
朝
で
共
有
し
、
家
族
を
核
に
し
つ
つ
統
合
的
な
儒
教
国
家
の
再
構
成
を
目
指
す
活
動
の
一
環
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
こ
れ
ら
の
作
品
の
視
線
は
内
向
き
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
家
族
の
幸
福
と
い
う
テ
ー
マ
が
普
遍
性
を
有
し
た
の
は
、
特
徴
的
な
表
現
や
モ
チ
ー
フ
が
用
い
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
楽
府
で
あ
り
、
梁
朝
の
多
く
の
詩
人
が
模
擬
作
品
制
作
に
携
わ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
一
族
の
こ
と
し
か
頭
に
無
か
っ
た
晉
宋
時
代
の
門
閥
貴
族
た
ち
と
は
異
な
り
、
皇
帝
や
皇
族
が
率
先
し
て
数
多
く
の
詩
人
が
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
持
つ
楽
府
作
品
を
制
作
し
た
こ
と
自
体
に
大
き
な
象
徴
的
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
別
稿
二
で
筆
者
は
、
羅
敷
と
彼
女
に
言
い
寄
る
使
君
の
駆
け
引
き
と
羅
敷
の
夫
自
慢
を
作
品
の
見
所
と
す
る
羅
敷
古
辞
が
、
梁
代
の
蕭
綱
の
模
擬
作
品
に
至
っ
て
夫
の
帰
宅
を
描
き
、
夫
婦
の
幸
福
を
主
題
と
す
る
作
品
に
変
容
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
家
族
の
中
で
も
夫
婦
の
幸
福
と
い
う
テ
ー
マ
は
梁
代
に
急
増
し
、
こ
の
時
代
の
艶
詩
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
た
も
の
の
一
つ
と
な
っ
た
。「
内
人
」
詩
も
、
梁
代
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
文
学
の
風
潮
と
軌
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
性
と
「
内
人
」
の
幸
福
と
い
う
テ
ー
マ
を
右
に
挙
げ
た
種
々
の
作
品
と
異
な
る
方
法
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
た
だ
し
、「
相
逢
行
」
古
辞
系
模
擬
作
品
や
「
三
婦
豔
」
お
よ
び
羅
婦
古
辞
は
楽
府
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
内
人
」
詩
が
徒
詩
で
あ
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。
徒
詩
は
そ
れ
自
体
で
は
楽
府
の
よ
う
な
機
能
を
持
た
な
い
。
こ
の
詩
体
で
蕭
綱
ら
が
男
性
と
「
内
人
」
の
幸
福
を
読
者
に
広
く
訴
え
る
た
め
に
は
、
右
の
楽
府
と
は
別
の
手
段
を
用
い
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
内
人
」
詩
に
見
ら
れ
る
、
男
性
と
「
内
人
」
の
小
世
界
の
「
内
」「
外
」
を
辨
別
し
、「
外
」
に
も
視
線
を
向
け
る
構
造
こ
そ
が
そ
の
「
別
五
〇
の
手
段
」
で
あ
り
、
男
性
と
「
内
人
」
の
幸
福
と
い
う
テ
ー
マ
と
表
裏
一
体
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
と
構
造
を
用
い
た
作
品
が
、
主
に
宮
中
で
活
動
し
た
皇
族
の
一
人
で
あ
っ
た
蕭
綱
を
中
心
と
す
る
文
学
集
団
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
<
終
章>
梁
代
艶
詩
に
お
け
る
複
眼
的
視
点
の
採
用
　
本
論
で
は
、
梁
代
の
「
内
人
」
詩
と
他
の
種
々
の
作
品
を
比
較
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、「
内
人
」
詩
は
男
性
と
「
内
人
」
の
小
世
界
の
「
内
」
と
「
外
」
を
辨
別
し
、
「
外
」
へ
も
視
線
を
向
け
る
と
い
う
共
通
す
る
特
徴
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
性
と
「
内
人
」
の
幸
福
を
よ
り
際
立
た
せ
て
い
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
当
時
の
文
学
の
風
潮
と
軌
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
右
の
特
徴
に
別
の
作
品
群
と
は
異
な
る
新
味
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、「
内
人
」
詩
が
制
作
さ
れ
た
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
艶
詩
研
究
で
は
女
性
の
描
写
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、「
内
人
」
詩
で
よ
り
重
要
な
の
は
、
作
品
の
対
象
が
「
内
人
」
で
あ
り
、
彼
女
と
男
性
の
幸
福
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
二
人
の
世
界
の
「
内
」「
外
」
を
辨
別
し
、「
外
」
に
も
視
線
を
向
け
つ
つ
「
内
」
を
描
く
と
い
う
、
複
眼
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
内
」
と
「
外
」
と
い
う
視
点
自
体
は
思
想
界
に
お
い
て
漢
代
以
前
か
ら
存
在
し
た
が
（
（（
（
、
艶
詩
で
右
の
よ
う
な
視
点
を
意
匠
と
し
て
用
い
た
の
は
「
内
人
」
詩
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
と
言
え
る
。
こ
の
「
内
」「
外
」
と
い
う
視
点
が
更
に
他
の
梁
代
艶
詩
を
捉
え
る
上
で
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
注
（
（
（
こ
こ
で
言
う
「
艶
詩
」
と
は
、
女
性
と
そ
れ
に
関
連
す
る
事
物
お
よ
び
当
時
そ
れ
に
類
す
る
性
質
を
持
つ
と
見
な
さ
れ
た
事
物
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
歌
の
ジ
ャ
ン
ル
を
意
味
す
る
。
な
お
、
蕭
綱
が
皇
太
子
に
選
ば
れ
た
あ
と
、
彼
お
よ
び
そ
の
文
学
集
団
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
制
作
し
た
詩
風
を
指
す
「
宮
体
詩
」
と
い
う
語
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
梁
代
の
艶
詩
の
大
部
分
の
制
作
時
期
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
こ
の
語
は
使
用
し
な
い
。
（
（
（
本
論
文
の
内
容
と
直
接
関
わ
る
筆
者
の
先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
梁
代
「
艶
詩
」
の
再
検
討
―
楽
府
「
相
逢
行
」「
長
安
有
狭
斜
行
」「
三
婦
艶
」
に
基
づ
く
考
察
―
』（
コ
ン
テ
ン
ツ
ワ
ー
ク
ス
社
、
二
〇
一
〇
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
出
版
。
二
〇
一
六
年
現
在
絶
版
。
以
下
、「
別
稿
一
」
と
す
る
。（、「
夫
の
帰
宅
―
南
北
朝
後
期
の
「
羅
敷
古
辞
」
模
擬
作
品
に
つ
い
て
」（
六
朝
学
術
学
会
『
六
朝
学
術
学
会
報
』
一
五
集
、
二
〇
一
四
。
以
下
、「
別
稿
二
」
と
す
る
。（、「
美
女
に
贈
る
詩
―
梁
簡
文
帝
蕭
綱
の
「
戯
贈
麗
人
」「
絶
句
賜
麗
人
」
に
つ
い
て
」（
中
国
文
化
学
会
『
中
国
文
化
―
研
究
と
教
育
―
』
七
三
号
、
二
〇
一
五
。
以
下
、「
別
稿
三
」
と
す
る
。（
五
一
（
(
（『
藝
文
類
聚
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
（
三
二
七
頁
、
巻
一
八
。
以
下
、『
藝
文
類
聚
』
の
テ
キ
ス
ト
は
こ
れ
に
拠
る
。
（
（
（
李
善
注
『
文
選
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
（
四
〇
九
頁
、
巻
二
九
。
以
下
、『
文
選
』
の
テ
キ
ス
ト
は
こ
れ
に
拠
る
。
（
（
（ 
他
に
「
倡
家
」
が
登
場
す
る
梁
代
の
閨
怨
詩
と
し
て
柳
惲
「
度
關
山
」（『
玉
臺
新
詠
箋
注
』
巻
五
（、呉
均
「
和
蕭
洗
馬
子
顯
古
意
六
首
」
其
二
（『
玉
臺
新
詠
箋
注
』
巻
六
（、王
僧
孺
「
鼓
瑟
曲
有
所
思
」（『
玉
臺
新
詠
箋
注
』
巻
六
（
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
下
、『
玉
臺
新
詠
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
玉
臺
新
詠
箋
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
九
（
に
拠
る
。
（
（
（『
園
林
都
市
』（
三
省
堂
、
一
九
八
五
（
四
四
四
頁
。
（
（
（『
宮
體
詩
派
研
究
』（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
（
二
三
七
頁
「
專
寫
内
人
的
睡
態
、
曾
屢
屢
被
後
人
詬
病
為
輕
薄
、
肉
欲
、
色
情
。」
（
（
（『
南
朝
宮
體
詩
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
（
三
一
頁
「
這
類
詩
從
淵
源
來
看
、
無
疑
是
從
詠
物
詩
脱
胎
而
來
、
或
者
竟
可
以
説
是
詠
物
詩
之
一
種
、
作
者
完
全
是
以
詠
物
詩
的
手
法
來
詠
人
、･･･
（
以
下
略
（」
（
（
（『
四
蕭
研
究
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
（
一
三
九
頁
「『
詠
内
人
晝
眠
』
是
被
多
次
引
用
的
宮
體
典
範
、
描
繪
得
尤
為
細
緻
具
體
、
達
到
了
纖
毫
畢
現
的
程
度
。」
（
（（
（
清
・
王
先
謙
『
荀
子
集
解
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
（
五
三
四
頁
。
（
（（
（
張
覚
『
荀
子
訳
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
（
六
六
四
頁
の
現
代
中
国
語
訳
は
「
家
人
」（
家
族
（
と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
孟
子
』「
滕
文
公
章
句
下
」
に
見
え
る
、
孟
子
の
弟
子
・
公
都
子
の
師
に
対
す
る
問
い
「
外
人
皆
稱
夫
子
好
辯
、
敢
問
何
也
（
外
人
は
皆
な
夫
子
が
辯
を
好
む
と
稱
す
、
敢
て
問
ふ
何
ぞ
や
と
（」（
十
三
經
注
疏
本[
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七]
二
七
一
四
頁
『
孟
子
注
疏
』
巻
六
下
。
以
下
、
十
三
經
の
テ
キ
ス
ト
は
こ
れ
に
拠
る
（
の
中
に
「
外
人
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
漢
・
趙
岐
は
「
外
人
、
他
人
議
論
者
也
（
外
人
と
は
、
他
人
の
議
論
す
る
者
な
り
（」
と
注
す
る
。
文
脈
か
ら
考
え
て
、
こ
こ
で
の
「
外
人
」
は
「
家
族
」
以
外
の
人
々
で
は
な
く
、「
孟
子
の
門
下
生
以
外
の
人
々
」
と
解
釈
す
る
方
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、「
内
人
」
も
家
族
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
（
（（
（『
周
禮
』
天
官
「
寺
人
」
中
の
「
寺
人
、
掌
王
之
内
人
及
女
宮
之
戒
令
（
寺
人
、
王
の
内
人
及
び
女
宮
の
戒
令
を
掌
る
（」
の
一
節
に
対
し
て
鄭
玄
注
は
「
内
人
、
女
御
也
。
女
宮
、
刑
女
之
在
宮
中
者
（
内
人
は
、
女
御
な
り
。
女
宮
は
、
刑
女
の
宮
中
に
在
る
者
な
り
（」（
十
三
經
注
疏
本
六
八
七
頁
『
周
禮
注
疏
』
巻
七
（
と
注
す
る
。
こ
の
「
女
御
」
に
つ
い
て
同
じ
く
『
周
禮
』
天
官
の
「
女
御
」
は
「
女
御
、
掌
御
敘
于
王
之
燕
寢
。
以
歳
時
獻
功
事
。
凡
祭
祀
、
贊
世
婦
（
女
御
は
、
王
の
燕
寢
に
御
敘
す
る
こ
と
を
掌
る
。
歳
時
を
以
て
功
事
を
獻
ず
。
凡
そ
祭
祀
に
て
、
世
婦
を
贊
｛
た
す
｝
く
（」（
十
三
經
注
疏
本
六
八
九
頁
『
周
禮
注
疏
』
巻
八
（
と
言
う
。
（
（(
（
本
文
で
取
り
上
げ
る
作
品
の
他
の
「
内
人
」
詩
と
し
て
、
梁
元
帝
蕭
繹
の
「
送
西
歸
内
人
詩
」（『
藝
文
類
聚
』
巻
三
〇
（
と
、
青
年
期
に
蕭
綱
の
文
学
集
団
に
属
し
、
後
に
北
周
に
仕
え
た
庾
信
の
「
奉
和
示
内
人
詩
」（『
嘉
靖
本
古
詩
紀
』
第
二
冊[
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
。
以
下
、『
古
詩
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
は
こ
れ
に
拠
る
。]
巻
一
一
六
（
が
あ
る
。
前
者
は
特
殊
な
状
況
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
た
め
、本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
事
情
は
『
南
史
』「
梁
武
帝
諸
子
・
廬
陵
威
王
續
傳
」
参
照
。
後
者
は
制
作
年
代
を
特
定
で
き
な
い
た
め
、
同
じ
く
本
稿
の
研
究
対
象
か
ら
外
し
、
将
来
の
課
題
と
す
る
。
（
（（
（『
宮
體
詩
研
究
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
四
（
一
〇
一
頁
「
整
個
詩
壇
都
在
大
寫
歌
伎
舞
女
倡
家
寵
姫
、
某
些
投
身
其
中
的
詩
人
便
有
了
一
種
失
卻
自
我
的
焦
慮
：
容
色
相
慕
最
終
只
是
一
夜
風
流
罷
了
、
那
麼
自
己
與
終
生
伴
侶
―
妻
子
的
關
係
在
詩
歌
中
有
無
地
位
？
梁
代
又
出
現
詠
妻
子
的
詩
作
、
可
説
是
這
種
焦
慮
下
的
産
物
。
詩
人
要
通
過
夫
妻
關
係
來
肯
定
自
我
、
肯
定
妻
子
。」
（
（（
（「
雕
罏
」
は
南
朝
楽
府
「
子
夜
警
歌
二
首
」
其
一
に
見
え
る
。「
鏤
椀
傳
綠
酒
、
雕
爐
薰
紫
烟
。
誰
知
苦
寒
調
、
共
作
白
雪
弦
（
鏤
椀　
綠
酒
を
傳
へ
、
雕
爐　
紫
烟
薰
る
。
誰
か
知
ら
ん　
苦
寒
の
調
を
、
共
に
作
す
白
雪
の
弦
（」（『
樂
府
詩
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
（
六
五
四
頁
、
巻
四
五
。
以
下
、『
樂
府
詩
集
』
の
テ
キ
ス
ト
は
こ
れ
に
拠
る
。（
こ
の
作
品
の
前
半
で
は
「
雕
爐
」
か
ら
「
紫
烟
」
が
漂
う
部
屋
で
男
女
が
「
綠
酒
」
を
飲
む
場
面
が
描
写
さ
れ
、
後
半
で
は
琴
曲
「
白
雪
」
を
共
に
演
奏
す
る
喜
び
を
詠
う
。
こ
の
作
品
は
男
女
が
離
隔
せ
ず
歓
楽
を
共
に
す
る
幸
福
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
五
二
（
（（
（『
玉
臺
新
詠
箋
注
』
五
一
一
頁
、
巻
一
〇
。
一
句
目
「
列
」
は
原
本
で
は
「
烈
」
と
す
る
が
、『
嘉
靖
本
古
詩
紀
』
第
二
冊
二
五
七
頁
、
巻
六
九
に
従
っ
て
改
め
た
。
（
（（
（『
説
文
解
字
』
や
『
方
言
』
の
解
説
で
は
時
代
や
地
域
の
差
に
よ
る
呼
称
の
相
違
と
い
う
こ
と
だ
が
、
蕭
綱
の
こ
の
例
で
は
ど
れ
も
該
当
し
な
い
。
漢
魏
晉
南
北
朝
時
代
の
詩
歌
に
お
け
る
用
例
を
見
て
も
明
確
な
違
い
を
定
め
が
た
い
。
ま
た
、「
蘭
橈
」
も
「
小
舟
」
と
解
釈
す
る
現
代
中
国
語
訳
も
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
四
句
の
中
で
「
ふ
ね
」
を
表
す
語
が
三
語
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、「
か
ぢ
」
を
採
用
す
る
。
（
（（
（『
楚
辭
補
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
（
五
六
―
七
頁
。
（
（（
（
狩
野
雄
氏
の
「
香
り
を
含
む
女
た
ち
（
上
（
―
先
秦
漢
魏
晋
期
の
詩
歌
辞
賦
作
品
に
見
え
る
芳
香
と
女
性
の
表
現
に
つ
い
て
」（『
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
十
一
、二
〇
〇
六
（
参
照
。
（
（（
（『
南
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
（
四
四
一
頁
、
巻
一
五
。
（
（（
（『
玉
臺
新
詠
箋
注
』
三
四
三
頁
、
巻
八
で
は
作
者
を
徐
君
蒨
と
し
た
上
で
題
名
の
下
に
「
一
作
劉
孝
威
」
と
注
す
る
。
し
か
し
、『
嘉
靖
本
古
詩
紀
』
第
二
冊
四
一
三
頁
・
巻
八
九
と
『
明
小
宛
堂
覆
宋
本
玉
臺
新
詠
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
（
一
〇
三
頁
・
巻
八
お
よ
び
『
玉
臺
新
詠
彙
校
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
（
七
五
九
頁
・
巻
八
も
こ
の
作
品
の
作
者
を
徐
君
蒨
と
し
て
い
る
。
本
稿
も
徐
君
蒨
説
に
従
う
。
（
（（
（『
樂
府
詩
集
』
五
一
六
頁
、
巻
三
五
。『
嘉
靖
本
古
詩
紀
』
第
二
冊
二
二
八
―
九
頁
、
巻
六
七
。「
綰
」
は
『
樂
府
詩
集
』
で
「
割
」
と
な
っ
て
い
た
が
、『
古
詩
紀
』
巻
六
七
に
従
っ
て
改
め
た
。
（
（(
（
宗
教
学
に
お
け
る
「
門
」
の
象
徴
性
に
つ
い
て
は
井
本
英
一
『
境
界　
祭
祀
空
間
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
八
五
（
所
収
の
「
門
に
関
す
る
話
」
参
照
。
（
（（
（
蕭
統
と
蕭
綱
の
文
学
集
団
と
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
森
野
繁
夫
氏
の
『
六
朝
詩
の
研
究
』（
第
一
学
習
社
、
一
九
七
六
（
第
二
章
参
照
。
（
（（
（『
興
膳
宏
教
授
退
官
記
念
中
国
文
学
論
集
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
（
所
収
。
（
（（
（
魏
晉
南
北
朝
期
の
「
悼
亡
詩
」
に
つ
い
て
は
高
橋
和
巳
氏
の
「
潘
岳
論
」（『
作
品
集
九
・
中
国
文
学
論
集
』[
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
二
。
初
出
は
一
九
五
七]
（、
興
膳
宏
氏
の
『
潘
岳
・
陸
機
』（
筑
摩
書
房
・
中
国
詩
文
選
一
〇
、
一
九
七
三
（、
入
谷
仙
介
氏
の
「
悼
亡
詩
に
つ
い
て
―
潘
岳
か
ら
元
稹
ま
で
」（『
入
矢
教
授
・
小
川
教
授
退
休
記
念
中
国
文
学
語
学
論
集
』[
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四]
収
録
（、
齋
藤
希
史
氏
の
「
潘
岳
「
悼
亡
詩
」
論
」（『
中
国
文
学
報
』
三
九
、一
九
八
八
（、
松
本
幸
男
氏
の
『
魏
晉
詩
壇
の
研
究
』（
朋
友
書
店
、
一
九
九
五
（、
黒
田
真
美
子
氏
の
「
江
淹
の
悼
亡
詩
に
つ
い
て
」（『
日
本
文
学
誌
要
』
五
八
、一
九
九
八
（、
詩
以
外
で
は
、
後
藤
秋
正
氏
の
「
悼
亡
賦
論
」（『
中
国
中
世
の
哀
傷
文
学
』
[
研
文
出
版
、
一
九
九
八]
所
収
（
参
照
。
（
（（
（
別
稿
三
で
蕭
綱
が
「
内
人
」
以
外
の
女
性
に
直
接
贈
っ
た
作
品
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
分
析
し
た
。
こ
の
種
の
作
品
に
も
「
内
人
」
詩
の
特
徴
は
見
出
せ
な
い
。
（
（（
（
松
浦
友
久
氏
の
「
楽
府
・
新
楽
府
・
歌
行
論
」（『
中
国
詩
歌
原
論
』[
大
修
館
書
店
、
一
九
八
六]
所
収
。
初
出
は
一
九
八
二
。（
参
照
。
魏
晋
時
期
の
楽
府
に
は
性
質
の
異
な
る
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
南
朝
期
に
こ
の
機
能
は
確
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
（（
（
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
荀
子
』
中
の
表
現
以
外
に
、
吉
川
忠
夫
氏
の
「
内
と
外
」（『
岩
波
講
座
・
東
洋
思
想
一
三
・
中
国
宗
教
思
想
Ⅰ
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
（
所
収
（
参
照
。
※
本
稿
は
二
〇
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
Ｂ
・
一
五
Ｋ
一
六
七
二
三
（
の
援
助
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
二
〇
一
六
年
六
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
六
朝
学
術
学
会
第
二
十
回
大
会
で
発
表
し
た
内
容
に
修
正
を
加
え
た
も
の
で
す
。
当
日
お
よ
び
そ
の
後
に
、
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
全
て
の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
